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特
攻
を
見
送
る
写
真
の
原
本
調
査

　

坂
元
　
恒
太

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
筆
者
が
紀
要
第
三
号
に
お
い
て
考
察
を
行
っ
た
「
特
攻
を
見
送
る
写
真

に
関
す
る
考
察
」（
以
下
、「
前
回
拙
稿
」）（
注
１
）
の
追
録
と
し
て
、
前
回
拙
稿
で
は

未
調
査
で
あ
っ
た
写
真
原
本
の
実
見
調
査
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

調
査
対
象
は
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
四
月
十
二
日
に
毎
日
新
聞
社
特
派
員

が
撮
影
し
四
月
十
七
日
付
け
同
社
朝
刊
記
事
に
て
報
道
さ
れ
た
一
枚
の
写
真
で
あ

る
。
前
回
拙
稿
で
は
、
こ
の
写
真
は
戦
中
当
時
に
は
さ
ほ
ど
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
戦
後
に
同
新
聞
社
が
編
集
し
た
出
版
物
に
大
き
く
掲
載
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
も
様
々
な
出
版
物

や
メ
デ
ィ
ア
に
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
写
真
が
特
攻
隊
を
見
送
る
象

徴
的
な
写
真
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
。
写
真
が
撮
影
さ
れ
て

か
ら
戦
後
の
認
知
過
程
、
被
写
体
と
な
っ
た
女
学
生
ら
の
証
言
な
ど
、
写
真
の
空
間

軸
と
時
間
軸
に
想
像
力
を
傾
け
て
考
察
を
試
み
た
が
、
写
真
原
本
を
実
見
で
き
て
は

い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

　

写
真
原
本
の
所
有
者
で
あ
る
毎
日
新
聞
社
へ
の
打
診
は
、
令
和
二
年
十
月
か
ら

行
っ
て
い
た
。
同
年
十
二
月
に
は
調
査
訪
問
の
内
諾
を
得
て
は
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
同
社
へ
の
訪
問
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
そ
れ
か
ら

約
一
年
経
過
し
た
令
和
三
年
十
一
月
か
ら
同
社
関
係
部
署
と
再
調
整
を
重
ね
、
同
年

十
二
月
に
同
社
大
阪
本
社
を
訪
問
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。訪
問
前
に
は
筆
者
は
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
紙
焼
き
写
真
の
存
在
の
み
を
写
真
原
本
と
し
て

想
定
し
て
い
た
が
、
実
見
調
査
の
結
果
、
そ
れ
の
ネ
ガ
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、

さ
ら
に
関
連
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
調
査
成
果
を
報
告
す
る
。

一
．
調
査
に
至
る
経
緯

　

筆
者
は
以
前
、
南
九
州
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
に
勤
務
し
て
お
り
、
平
成

二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
前
田
笙
子
筆
な
で
し
こ
隊
「
特
攻
日
記
」
の
文
化
財
指

定
事
務
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
際
、
日
記
に
あ
る
「
パ
チ
リ･･･

後
を
振
り
向
く
と
映

画
の
小
父
さ
ん
が
私
達
を
う
つ
し
て
満
足
し
て
い
る
」
と
描
写
さ
れ
た
記
述
が
こ
の

写
真
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。そ
の
後
、人
事
異
動
に
よ
り
平
成
二
十
九（
二
〇
一
七
）

年
か
ら
知
覧
特
攻
平
和
会
館
勤
務
と
な
り
、
平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
の
戦
史

資
料
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
日
記
と
写
真
、
日
記
を
書

い
た
人
物
の
証
言
と
を
展
示
す
る
作
業
に
関
わ
っ
た
際
、
歴
史
を
検
証
す
る
上
で
原

本
を
実
見
し
て
お
く
必
要
性
を
感
じ
た
。
そ
こ
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
検
索
に
よ
り
、
毎
日
新
聞

社
が
運
営
す
る
デ
ジ
タ
ル
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
毎
日
フ
ォ
ト
バ
ン
ク
」
の
中
に
こ

の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
（
注
２
）
同
社
へ
問
い
合
わ
せ
た
結
果
、
大
阪

本
社
に
原
本
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

写真１　戦史資料室の展示風景
　　　　�（左から証言映像，写真，日記，校章）

写真２　�南九州市指定文化財
　　　　なでしこ隊「特攻日記」

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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二
．
調
査
成
果

（
１
）
毎
日
新
聞
社
大
阪
本
社
訪
問

　

・
調
査
日　
　

令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
十
二
月
二
十
七
日

　

・
調
査
地　
　

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
（
大
阪
府
大
阪
市
）

　

・
調
査
者　
　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
管
理
係
主
任
主
査
（
学
芸
員
）
坂
元
恒
太

　
　
　
　
　
　
　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
管
理
組
合
語
り
部　
　
　
　
　

桑
代
照
明

　

・
調
査
対
象　

毎
日
新
聞　

昭
和
二
十
年
四
月
十
七
日
記
事
掲
載
写
真
の
原
本

　

・
調
査
内
容　

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
貼
ら
れ
た
紙
焼
き
写
真
及
び
ネ
ガ
の
閲
覧

　

筆
者
は
、
訪
問
前
に
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
貼
ら
れ
た
紙
焼
き
写
真
の
存
在
を
想
定

し
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
毎
日
新
聞
社
が
編
集
し
た
『
別
冊
一
億
人
の
昭
和
史　

日
本
の
戦
史
・
別
巻
４「
特
別
攻
撃
隊
」』（
毎
日
新
聞
発
行
、一
九
七
九
年
）（
筆
者
注
：

以
下
、『
一
億
人
の
昭
和
史
』）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
複
数
の
写
真
が
貼
り
つ
け
ら

れ
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
見
開
き
写
真
を
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
六
～
九
頁
）。
前

回
拙
稿
で
も
引
用
し
て
お
り
重
複
す
る
が
、
頁
下
に
は
、

　
　

�「
色
あ
せ
た
ア
ル
バ
ム
の
中
に
は　

特
攻
関
係
の
二
冊
が
残
さ
れ
て
い
る　

毎

日
新
聞
社
の
従
軍
記
者
た
ち
が
残
し
た
血
と
汗
の
結
晶
で
あ
る
（
六
頁
下
）」

　
　

�「
軍
の
検
閲
の
目
は
光
る　

戦
時
下
か
ら
今
日
ま
で　

ず
っ
と
守
り
つ
づ
け
た

報
道
の
記
録　

す
で
に
逝
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
も
多
い
（
九
頁
下
）」

と
い
う
説
明
書
き
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
調
査
対
象
の
写
真
原
本
も
同
様
の
資
料
の

中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
推
測
し
て
い
た
。

　

大
阪
本
社
へ
は
、
令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
十
二
月
二
十
七
日
の
午
後
一
時
半
に

訪
問
し
、
五
時
半
ま
で
滞
在
し
た
。
大
阪
本
社
に
お
い
て
訪
問
受
入
を
担
当
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
は
、
編
集
局
情
報
調
査
部
長
の
山
田
泰
正
氏
。
原
本
写
真
等
の
閲
覧
に

関
し
て
は
編
集
局
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
副
部
長
委
員
の
金
子
裕
次
郎
氏
と
、
知
的

財
産
ビ
ジ
ネ
ス
本
部
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
大
阪
駐
在
の
佐
々
木
博
子
氏
に
便
宜
を

図
っ
て
い
た
だ
き
、
情
報
調
査
部
ア
ー
カ
イ
ブ
御
担
当
の
大
塚
哲
也
氏
か
ら
は
報
道

写
真
の
保
管
方
法
や
関
連
図
書
の
御
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
調
査
の
様
子
は
社
会
部

副
部
長
の
山
田
泰
蔵
氏
、
記
者
の
宮
川
佐
和
子
氏
か
ら
取
材
を
受
け
、
翌
日
の
朝
刊

（
全
国
版
）
に
て
報
道
さ
れ
た
（
注
３
）
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。

①
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
貼
ら
れ
た
写
真
原
本

　

写
真
原
本
は
、『
一
億
人
の
昭
和
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
と
同
様
に
ス
ク

ラ
ッ
プ
帳
に
貼
ら
れ
て
い
た
（
写
真
３
～
６
）。
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
は
、『
一
億
人
の
昭

和
史
』
で
は
二
冊
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
一
冊
に
合
本
さ
れ
て
い
た
。
調
査
対

象
で
あ
る
写
真
は
、
冊
子
の
比
較
的
前
半
の
方
に
位
置
し
、「
振
武
隊
」
と
い
う
見

出
し
タ
グ
の
つ
い
た
あ
た
り
の
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
今
回
の
調
査
は
、
毎
日
新

聞
社
か
ら
許
可
さ
れ
た
条
件
の
範
囲
内
で
の
閲
覧
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
調
査
対
象

の
写
真
が
貼
ら
れ
て
い
た
位
置
関
係
の
イ
メ
ー
ジ
を
筆
者
の
ス
ケ
ッ
チ
メ
モ
か
ら
起

こ
し
た
模
式
図
で
示
す
（
図
１
）。

　

金
子
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
帳
は
、
ペ
ー
ジ
が
途
中
で
遡
る
こ
と
と
目

次
が
二
箇
所
あ
る
こ
と
か
ら
、元
々
二
冊
あ
っ

た
も
の
を
一
冊
に
ま
と
め
た
物
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。
部
隊
ご
と
に
ま
と
め

て
写
真
が
貼
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
を
含
め
た
戦
時
中
の
写
真

資
料
等
の
書
誌
情
報
は
、
毎
日
新
聞
社
が
外

部
研
究
者
と
共
同
研
究
を
行
う
計
画
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
今
後
、
新
聞
掲
載
写
真
や
、

戦
後
の
出
版
物
の
写
真
説
明
な
ど
と
比
較
検

討
す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
価
値
付
け
が
な
さ

れ
、
よ
り
詳
細
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と

期
待
し
て
い
る
。

図１　スクラップ帳に貼られた紙焼き写真の模式図
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特攻を見送る写真の原本調査

写真５　スクラップ帳近景（毎日新聞社提供）

写真４　閲覧風景（毎日新聞社提供）

写真３　スクラップ帳外装（毎日新聞社提供）
縦282㎜×横213㎜×高さ34㎜（毎日新聞社計測）

写真６　スクラップ帳に貼られた紙焼き写真と文字情報（毎日新聞社提供）

図２　写真６模式図
※�対象写真は、見開き
の右側の頁、下段に
はられている。写真
の左側部分には、ス
クラップ帳を閉じた
際の折れジワが生じ
ている。昭和20年４
月17日記事では、こ
の部分でトリミング
されて掲載されてい
た。写真の左端は、
意図的に切りとられ
ている。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
閲
覧
に
よ
り
、
昭
和
二
十

年
四
月
十
七
日
の
毎
日
新
聞
記
事
に
掲
載
さ
れ

た
写
真
の
原
本
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
文
字
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
（
写
真
６
・
図
２
）。

　

文
字
情
報
に
は
、
手
書
き
の
黒
字
と
赤
字
の

文
字
と
、
ゴ
ム
印
で
押
さ
れ
た
赤
字
が
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
便
宜
的
に
、
文
字
情
報
を
Ａ
～
Ｅ
に

分
類
し
て
整
理
す
る（
表
１
）。
文
字
情
報
Ａ
は
、

写
真
の
整
理
番
号
で
あ
り
、「
特
」
は
特
攻
隊

を
差
す
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
文
字
情

報
Ｂ
は
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
、
文
字
情
報

Ｃ
は
陸
軍
省
の
検
閲
を
受
け
合
格
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
文
字
情
報
Ｄ
は
掲
載
紙
面
の
写

真
説
明
と
一
致
す
る
。
文
字
情
報
Ｅ
は
撮
影
者

の
情
報
で
、
紙
面
の
写
真
説
明
末
尾
に
記
さ
れ

た
撮
影
者
名
と
一
致
す
る
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
と
、
写
真
原
本
の

構
図
を
比
較
す
る
と
、
左
端
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し

て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
紙
面
で
は
、
右
か
ら
７
人
目
の
体
が
わ
ず
か
に

か
か
る
の
み
で
あ
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
原
本
写
真
の
左
端
に
折
れ
シ
ワ
が
生
じ
て

い
る
が
、
丁
度
そ
の
部
分
か
ら
左
側
は
紙
面
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

②
原
本
写
真
の
ネ
ガ

　

さ
ら
に
、
写
真
原
本
の
ネ
ガ
が
存
在
す
る
こ
と
を
御
教
示
い
た
だ
き
、
閲
覧
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
の
調
査
で
は
、
謄
写
版
の
上
に
ネ
ガ
と
ネ
ガ
を

収
め
る
封
筒
を
置
い
た
状
態
で
の
閲
覧
、
観
察
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

　

ネ
ガ
を
収
め
る
封
筒
は
、薄
い
紙
で
作
ら
れ
て
い
た
。
目
視
観
察
の
み
で
あ
る
が
、

素
材
は
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
収
蔵
資
料
に
あ
る
陸
軍
罫
紙
や
、
現
代
の
博
物
館
等

で
資
料
保
護
に
用
い
ら
れ
る
薄
葉
紙
に
近
い
紙
質
に
思
わ
れ
た
。
封
筒
に
は
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
帳
と
同
様
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
模
式
図
で
示
す
（
図
３
）。

　

ネ
ガ
に
関
し
て
、毎
日
新
聞
社
の
金
子
氏
よ
り
次
の
よ
う
な
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

　
　

・�

フ
ィ
ル
ム
全
体
の
サ
イ
ズ
は
、
横
一
〇
四
ミ
リ
、
縦
七
七
ミ
リ
で
、
一
般
的

に
大
判
フ
ィ
ル
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
サ
イ
ズ
で
あ
る
。

　
　

・�

フ
ィ
ル
ム
内
の
画
面
は
断
ち
切
り
に
な
っ
て
お
ら
ず
白
い
縁
取
り
が
あ
る
た

め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ガ
か
ら
現
像
さ
れ
た
写
真
を
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

画
面
の
サ
イ
ズ
は
横
一
〇
〇
ミ
リ
、
縦
七
四
ミ
リ
で
、
複
写
し
た
写
真
の
サ

イ
ズ
は
横
九
五
ミ
リ
、
縦
六
〇
ミ
リ
で
あ
る
。

　
　

・�

コ
ン
タ
ク
ト
写
真
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
は
ら
れ
た
写
真
）
の
サ
イ
ズ
は
横

九
〇
ミ
リ
、
縦
六
〇
ミ
リ
で
、
ネ
ガ
に
写
る
複
写
写
真
よ
り
５
ミ
リ
小
さ
い
。

ネ
ガ
に
は
、
画
面
左
に
も
う
一
人
の
女
学
生
が
写
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
ネ
ガ
は
、
知
覧
で
撮
影
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ガ
で
は
な
く
、
印

画
紙
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写
真
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
作
成
し
た
複
写
写
真
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
複
写
写
真
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
か
。
そ
れ
を
紐
解
く
鍵
と
し
て
、
当
時
の
毎
日
新
聞
に
お
け
る
報
道
写
真
の
流
れ

を
金
子
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
社
史
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ガ
か

ら
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写
真
は
、
東
京
本
社
・
大
阪
本
社
・
中
部
本
社
・
西
部
本
社
に

各
一
枚
、
検
閲
用
と
し
て
陸
軍
省
、
海
軍
省
、
内
務
省
情
報
局
、
許
可
さ
れ
た
写
真

図３�　ネガ封筒の文字情
報模式図

表１　写真原本の文字情報一覧
記載事項 記載の方法

文字情報Ａ 特６-18 赤字・手書き
文字情報Ｂ （掲載済） 赤字・手書き
文字情報Ｃ 陸軍省検閲済 赤字・ゴム印

文字情報Ｄ 桜花を手に特攻隊（振武隊）
出撃を見送る女子整備員 黒字・手書き

文字情報Ｅ カメラ 早川報道班員
「カメラ　早川」は黒字・手
書き，「報道班員」は赤字・
ゴム印
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の
返
却
用
に
各
一
枚
ず
つ
の
計
八
枚
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
注
４
）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
ネ
ガ
は
大
阪
本
社
に
配
布
さ
れ
た
写
真
を
複
写
し
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
複
写
写
真
を
大
阪
本
社
で
八
枚
現
像
し
て
か
ら
各
所
に

配
布
し
た
と
も
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ま
た
、
毎
日
新
聞
社
大
阪
本
社
情
報
調
査
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
当
時
の
ほ
か

の
出
稿
写
真
も
い
く
つ
か
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
時
の
報
道
写
真
は
、
被
写
体
の

輪
郭
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
「
筆
」
を
入
れ
る
こ
と
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
そ

う
で
あ
り
、
こ
の
写
真
に
も
「
筆
」
を
入
れ
た
跡
が
あ
る
が
、
ほ
か
の
出
稿
写
真
に

見
ら
れ
る
「
筆
」
の
形
跡
と
、こ
の
写
真
と
で
は
趣
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

大
阪
本
社
で
筆
を
入
れ
る
前
の
写
真
を
複
写
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　

将
来
的
に
、
八
枚
現
像
さ
れ
た
う
ち
の
一
枚
が
、
配
布
先
の
い
ず
れ
か
に
現
存
し

て
い
れ
ば
判
別
も
可
能
に
な
ろ
う
。
今
確
実
に
言
え
る
の
は
、
知
覧
で
撮
影
さ
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ガ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
推
論
の
域
を
出
な
い
。

③
ネ
ガ
の
詳
細
観
察

　

今
回
、
ル
ー
ペ
（
十
倍
・
二
十
五
倍
）
を
用
い
て
ネ
ガ
を
観
察
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
ネ
ガ
の
詳
細
観
察
の
目
的
の
一
つ
は
、
写
真
に
写
る
一
式
戦
闘
機
「
隼
」
の
尾

翼
に
お
け
る
部
隊
マ
ー
ク
の
有
無
確
認
で
あ
っ
た
が
、
観
察
し
た
と
こ
ろ
部
隊
マ
ー

ク
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、「
筆
」
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
形
跡
も
な
か
っ
た
。
当
時
は

軍
の
検
閲
の
結
果
、
軍
事
機
密
に
関
わ
る
情
報
が
あ
れ
ば
修
正
指
示
が
出
さ
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
修
正
指
示
が
記
さ
れ
た
（
注
５
）。
こ

の
写
真
に
消
さ
れ
た
痕
跡
も
、
指
示
の
記
載
も
な
い
。
も
と
も
と
、
部
隊
マ
ー
ク
は

彩
色
さ
れ
て
い
な
い
機
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
か
め
ら
れ
た
。
機
上
の
特
攻
隊
員
の

顔
を
観
察
し
た
が
、
人
物
を
判
別
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

次
に
、「
筆
」
を
入
れ
た
痕
跡
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
箇
所
に
「
筆
」

を
入
れ
て
輪
郭
を
強
調
し
た
可
能
性
が
う
か
が
え
た
。
例
え
ば
、
右
か
ら
二
人
目
の

女
学
生
が
手
に
持
つ
桜
花
の
花
び
ら
や
、
右
か
ら
七
人
目
の
女
学
生
が
手
に
持
つ
小

旗
と
そ
の
左
隣
の
女
学
生
が
手
に
持
つ
旗
が
は
た
め
く
様
子
を
強
調
し
て
白
く
塗
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
女
学
生
の
手
の
輪
郭
も
、
地
面
と
区
別
を
つ
け
る
た
め

輪
郭
に
陰
影
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
金
子
氏
か
ら
御
指
摘
い
た
だ
い

た
。
機
体
中
央
に
描
か
れ
た
日
の
丸
の
白
い
輪
郭
の
強
調
や
、
主
翼
下
側
の
日
の
丸

の
周
囲
や
機
体
の
影
、
女
学
生
の
前
方
の
地
面
に
も
「
筆
」
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
が
、
門
外
漢
で
あ
る
筆
者
の
主
観
的
な
見
立
て
で
あ
り
、「
筆
」
入
れ
に
関

す
る
結
論
は
今
後
の
専
門
家
の
研
究
に
委
ね
た
い
。

（
２
）
社
史
に
記
さ
れ
た
戦
中
写
真
の
来
歴

　

毎
日
新
聞
社
が
保
有
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
や
ネ
ガ
な
ど
の
戦
中
写
真
の
来
歴
に
関

し
て
は
、
社
史
（
毎
日
新
聞
130
年
史
刊
行
委
員
会
『「
毎
日
」
の
３
世
紀
ー
新
聞
が

見
つ
め
た
激
流
130
年
（
下
巻
）』
二
〇
〇
二
年
発
行
）
の
「
時
代
画
し
た
「
一
億
人

の
昭
和
史
」」
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
転
載
す
る
。

　
　
「
な
ぜ
秘
蔵
写
真
な
の
か
訳
が
あ
る
。

　
　

�　

終
戦
の
時
、
大
本
営
か
ら
新
聞
各
社
に
あ
て
て
戦
前
戦
中
の
報
道
写
真
を
焼

却
せ
よ
と
い
う
命
令
が
出
た
こ
と
が
あ
る
。「
訳
」
と
は
こ
の
命
令
へ
の
対
処

の
仕
方
に
あ
っ
た
。

　
　
　

後
に
大
阪
の
写
真
部
長
に
な
る
国
平
幸
雄
は
終
戦
当
時
25
歳
だ
っ
た
。

　
　

国
平
が
回
想
す
る
。

　
　

�「
８
月
15
日
か
ら
日
を
経
ず
し
て
、
大
本
営
か
ら
焼
却
命
令
が
出
た
。
戦
犯
追

放
に
使
わ
れ
る
恐
れ
の
ほ
か
、
撮
影
し
た
者
の
責
任
も
問
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ

た
。
東
京
に
本
社
の
あ
る
各
社
は
焼
却
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
毎
日

新
聞
だ
け
は
違
っ
て
い
た
。
当
時
、
写
真
原
稿
の
流
れ
は
大
阪
本
社
を
軸
に
し

て
い
た
か
ら
だ
」

　
　

�　

戦
時
中
、
外
地
の
特
派
員
た
ち
が
撮
影
し
た
写
真
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ガ
は
す

べ
て
大
阪
本
社
に
運
ば
れ
、
保
管
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば

上
海
戦
線
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
は
上
海
～
長
崎
の
連
絡
船
に
の
せ
ら
れ
長
崎
支
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局
が
門
司
へ
届
け
た
。
空
輸
さ
れ
た
場
合
は
福
岡
経
由
で
門
司
へ
届
き
、
現
像

さ
れ
た
。
急
ぎ
の
も
の
は
門
司
か
ら
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
へ
電
送
さ
れ
た
あ

と
、生
の
ネ
ガ
は
必
ず
大
阪
に
送
ら
れ
て
く
る
。
通
常
は
大
阪
写
真
部
で
現
像
、

焼
き
増
し
な
ど
の
処
理
を
し
た
。
ネ
ガ
が
到
着
す
る
と
、
写
真
部
員
は
通
し
番

号
を
付
け
密
着
に
し
た
写
真
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
整
理
す
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と

撮
影
年
月
日
、
撮
影
者
氏
名
も
き
ち
ん
と
つ
け
て
で
あ
る
。
中
心
と
な
っ
て
写

真
の
整
理
に
当
た
っ
た
の
は
福
島
貞
次
郎
写
真
部
員
だ
っ
た
。
福
島
は
丁
寧
な

写
真
台
帳
を
つ
く
り
続
け
、
こ
れ
が
後
々
、「
一
億
人
の
昭
和
史
」
編
集
の
強

力
な
援
軍
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　

�　

整
理
保
管
と
同
時
に
検
閲
用
に
４
枚
、
東
京
・
大
阪
・
西
部
・
中
部
の
各
編

集
局
用
に
１
枚
ず
つ
、
計
８
枚
を
焼
き
付
け
て
列
車
便
で
送
っ
た
。
検
閲
用
に

４
枚
と
い
う
の
は
、
陸
軍
省
・
海
軍
省
・
内
務
省
情
報
局
に
各
１
枚
と
、
許
可

に
な
っ
た
時
、
返
却
し
て
も
ら
う
た
め
の
１
枚
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

東
京
本
社
か
ら
の
連
絡
で
、許
可
に
な
っ
た
も
の
に
は「
検
閲
済
」、な
ら
な
か
っ

た
も
の
に
は
「
不
許
可
」
の
ゴ
ム
印
を
押
し
保
管
し
た
。
許
可
に
な
っ
た
も
の

で
も
写
真
の
集
成
や
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
直
し
が
赤
字
で
書
き
込
ま
れ
た
プ
リ
ン

ト
が
東
京
か
ら
戻
さ
れ
て
き
て
、
こ
れ
も
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
た
。

　
　

�　

大
陸
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
マ
ニ
ラ
、
セ
レ
ベ
ス
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で

特
派
員
が
撮
っ
た
報
道
写
真
も
大
変
な
数
に
の
ぼ
っ
た
。

　
　

�　

終
戦
当
時
、
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
１
５
０
冊
、
フ
ィ
ル
ム
を
入
れ
た

幅
40
セ
ン
チ
奥
行
き
60
セ
ン
チ
の
特
注
の
木
箱
が
１
５
０
個
近
く
あ
っ
た
。
一

つ
の
箱
に
約
２
０
０
０
枚
入
る
か
ら
大
変
な
数
の
ネ
ガ
で
あ
る
。

　
　

�　

大
阪
本
社
の
地
下
室
に
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
そ
の
後
、
梅

田
ホ
テ
ル
の
地
下
に
移
さ
れ
た
。
５
階
建
て
の
梅
田
ホ
テ
ル
は
本
社
の
隣
に

あ
っ
て
、
部
屋
を
宿
直
用
に
使
う
た
め
毎
日
が
借
り
切
っ
て
い
た
。

　
　

�　

44
（
昭
和
19
）
年
、
空
襲
が
始
ま
る
と
、
戦
火
を
逃
れ
る
た
め
の
疎
開
作
戦

が
始
ま
っ
た
。

　
　

�　

梅
田
ホ
テ
ル
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
の
う
ち
特
に
重
要
で
貴
重
と
思
わ
れ

る
写
真
が
選
ば
れ
、
30
×
40
セ
ン
チ
の
ブ
リ
キ
の
箱
に
詰
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を

写
真
部
員
ら
が
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
つ
め
て
、
何
度
も
運
ん
だ
。
行
き
先
は
当

時
社
会
部
員
だ
っ
た
藤
田
信
勝
（
の
ち
余
禄
の
筆
者
）
の
疎
開
先
で
あ
る
奈
良

県
生
駒
郡
富
雄
村
二
名
（
現
在
は
奈
良
市
内
）
の
王
龍
寺
だ
っ
た
。
こ
こ
の
住

所
は
、
ご
く
少
数
の
人
が
知
っ
て
い
る
の
み
で
、
他
の
写
真
部
員
た
ち
に
も
明

か
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
　

�　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
直
後
、
軍
事
裁
判
の
証
拠
資
料
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
恐

れ
た
軍
部
か
ら
「
戦
争
裁
判
の
資
料
に
な
る
も
の
を
焼
却
せ
よ
」
と
い
う
命
令

が
出
た
。
し
か
し
時
の
大
阪
本
社
・
高
田
正
雄
写
真
部
長
は
「
特
派
員
た
ち
が

命
を
か
け
て
撮
影
し
た
写
真
は
社
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
歴
史
の
遺
産
で
あ

る
。
焼
き
払
う
こ
と
な
ど
で
き
る
も
の
か
」
と
守
り
抜
く
決
断
を
下
し
た
。
疎

開
先
か
ら
ひ
そ
か
に
写
真
を
運
び
出
し
、
旧
大
阪
本
社
の
地
下
金
庫
室
に
隠
し

た
の
で
あ
る
。（
三
七
六
～
三
七
八
頁
）」

（
３
）
知
覧
特
攻
平
和
会
館
展
示
写
真
の
来
歴

　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
の
遺
品
室
の
一
角
に
、
こ
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
（
写

真
７
）。
戦
時
中
に
知
覧
で
旅
館
や
食
堂
を
経
営
し
て
い
た
女
性
ら
の
証
言
映
像
を

上
映
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
の
外
側
壁
で
、
戦
後
に
特
攻
お
ば
さ
ん
と
呼
ば
れ
た
、
鳥

浜
と
め
氏
の
写
真
と
並
ん
で
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
額
縁
内
の
写
真
は
、
台
紙
に
貼
り

つ
け
ら
れ
て
お
り
、
写
真
の
下
の
紙
に
は
、「
特
攻
機
の
出
撃
を
見
送
る
学
徒
動
員

女
学
生
（
昭
和
２
０
年
４
月　

知
覧
基
地
に
て
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
写
真
８
）。

紙
に
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
写
真
裏
側
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
写
真
は
、
開
館
当
初
か
ら
展
示
さ
れ
て
き
た
資
料
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
詳
し
い
来
歴
を
知
る
職
員
は
い
な
い
。

　

今
回
の
毎
日
新
聞
社
大
阪
本
社
訪
問
で
、
情
報
調
査
部
長
の
山
田
氏
か
ら
紹
介
し

て
い
た
だ
い
た
文
献
に
、ヒ
ン
ト
に
な
る
記
述
を
見
つ
け
た
。
奥
村
芳
太
郎
編『
あ
ゝ
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航
空
隊
＝
続
日
本
の
戦
歴
＝
』
毎
日
新
聞
社
、

一
九
六
九
年
発
行
）
の
「
知
覧　

昔
と
今
」

の
項
に
、
知
覧
の
特
攻
基
地
跡
を
訪
れ
る
紀

行
文
的
な
内
容
が
あ
り
、
地
元
の
知
覧
町
役

場
を
訪
問
し
た
記
述
が
あ
る
の
で
以
下
、
抜

粋
す
る
。

　
　

�　
「
町
役
場
を
た
ず
ね
た
ら
、
そ
こ
に
あ

る
特
攻
隊
の
資
料
は
毎
日
新
聞
社
写
真

部
員
が
当
時
撮
影
し
た
、
出
撃
の
場
面

を
つ
た
え
る
た
っ
た
一
枚
の
写
真
だ
け

で
あ
っ
た
。

　
　
　
「
い
く
ら
か
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
戦

後
進
駐
軍
が
く
る
と
き
、
そ
ん
な
関
係
の
も
の
を
持
っ
て
い
た
ら
逮
捕
さ
れ
る
と

い
う
の
で
み
な
焼
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
い
ま
は
、
こ
の
一
枚
の
写
真
を
寄
贈

し
て
も
ら
い
、
唯
一
の
記
念
資
料
に
し
て
い
る
の
で
す
」

　
　

�　

そ
ん
な
こ
と
を
総
務
課
長
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
一
枚
は
市
長
室

（
筆
者
注
：
町
長
室
の
誤
記
）の
壁
に
高
く
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
。数
年
前
に
や
っ

と
そ
こ
へ
か
か
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。（
九
〇
頁
）」

　

本
書
が
発
行
さ
れ
た
昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
当
時
に
は
、
旧
知
覧
町
の
町

長
室
の
壁
に
出
撃
の
場
面
を
伝
え
る
写
真
を
飾
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
た
。
現
在
の
南
九
州
市
役
所
市
長
室
に
は
存
在
し
な
い
。
旧
知
覧
町
長
室
に
掲
げ

ら
れ
て
い
た
写
真
は
、
現
在
の
知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
展
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。
知
覧
特
攻
平
和
会
館
の
前
身
で
あ
る
知
覧
特
攻
遺
品
館
が
開
館

し
た
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
か
、会
館
が
開
館
し
た
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）

年
か
、
い
ず
れ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
移
管
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
注
６
）。

写真７　写真の展示風景（左から２枚目）

写真８　知覧特攻平和会館に展示されている写真（写真部分のサイズ　５５．７㎝×３４．８㎝）

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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そ
の
頃
の
町
長
は
、
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
か
ら
五
十
（
一
九
七
五
）
年

の
二
期
務
め
た
木
原
幸
雄
町
長
で
あ
る
（
注
７
）。
で
は
、
文
中
に
登
場
す
る
総
務
課
長

が
誰
な
の
か
。木
原
町
長
の
も
と
で
総
務
課
長
を
務
め
た
人
物
に
村
永
薫
氏
が
い
る
。

村
永
氏
は
、
知
覧
町
生
ま
れ
で
中
央
大
学
法
学
部
で
学
び
学
徒
出
陣
に
よ
り
相
浦
海

兵
団
に
入
団
、復
員
後
に
知
覧
町
役
場
に
奉
職
。
町
立
図
書
館
長
や
社
会
教
育
課
長
、

総
務
課
長
を
歴
任
し
、
退
職
後
に
は
知
覧
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
務
め
て
い

る
。
特
攻
隊
へ
の
関
心
も
高
く
、特
攻
隊
員
の
遺
書
集
で
あ
る
『
知
覧
特
別
攻
撃
隊
』

を
編
集
出
版
し
て
い
る
（
注
８
）。
筆
者
の
推
論
を
重
ね
る
が
、
町
長
室
へ
こ
の
写
真
を

掲
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
は
、
村
永
氏
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。『
知
覧
特
別
攻
撃
隊
』
の
裏
表
紙
に
も
、
こ
の
写
真
は
大
き
く
印
刷
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
、
つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
展
示
写
真
と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
紙
焼
き
写
真
と
を

比
較
し
て
み
る
と
、
左
端
（
右
か
ら
８
人
目
）
の
人
物
が
写
っ
て
い
る
と
い
う
違
い

が
あ
る
。
知
覧
特
攻
平
和
会
館
展
示
写
真
は
、
毎
日
新
聞
社
大
阪
本
社
に
保
管
さ
れ

て
い
た
ネ
ガ
の
構
図
に
限
り
な
く
近
い
。
ネ
ガ
と
比
べ
る
と
、
左
端
の
人
物
の
体
の

左
側
が
半
身
に
な
っ
て
切
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
左
側
か
ら
の
ぞ
い
て
い
る
旗

を
持
つ
隣
の
人
物
の
手
も
、
先
端
し
か
写
っ
て
い
な
い
。
額
縁
に
収
め
る
た
め
に
、

左
端
を
わ
ず
か
に
切
り
取
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

当
館
で
は
、展
示
に
利
用
す
る
際
に
、額
縁
か
ら
取
り
出
し
て
ス
キ
ャ
ン
し
た
デ
ー

タ
を
用
い
て
い
る
が
、
機
器
の
画
面
に
全
体
が
入
り
き
ら
な
い
た
め
に
、
や
む
な
く

左
端
を
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
画
像
を
用
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
前
回
拙

稿
で
も
写
真
全
体
が
掲
載
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

（
４
）
毎
日
新
聞
社
西
部
本
社
訪
問

　

大
阪
本
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
原
本
写
真
を
整
理
す
る
と
、

　

・
紙
焼
き
写
真　

･･･

新
聞
掲
載
写
真
の
原
本
（
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
て
保
管
）

　

・
ネ
ガ
（
複
写
）･･･

紙
焼
き
写
真
の
ネ
ガ　
（
薄
手
の
紙
封
筒
に
て
保
管
）

と
い
う
状
況
で
、
現
時
点
で
は
、
大
阪
本
社
で
は
元
々
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ネ
ガ
の
存
在

は
確
認
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
戦
中
写
真
の
保
管
状
況
を
調

べ
る
た
め
に
、
令
和
四
年
一
月
十
二
日
に
毎
日
新
聞
社
西
部
本
社
を
訪
問
し
た
。

　

西
部
本
社
の
知
的
財
産
ビ
ジ
ネ
ス
本
部
局
長
委
員
、
大
久
保
資
宏
氏
と
、
調
査
相

談
課
の
三
宅
氏
に
御
対
応
い
た
だ
き
、
保
管
さ
れ
て
い
る
写
真
資
料
の
う
ち
知
覧
基

地
に
関
連
す
る
も
の
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
戦
時
中
に

現
像
さ
れ
た
紙
焼
き
写
真
で
は
な
く
、
戦
後
に
焼
き
増
し
さ
れ
た
写
真
を
カ
ー
ド
に

整
理
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
昭
和
二
十
年
当
時
に
撮
影
さ
れ
た
ネ
ガ
や
、

現
像
さ
れ
た
紙
焼
き
写
真
は
、
現
状
で
は
大
阪
本
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み

で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

大
久
保
氏
に
よ
れ
ば
、
近
年
、
社
内
か
ら
『
一
億
人
の
昭
和
史
』
シ
リ
ー
ズ
で
使

わ
れ
た
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
が
大
量
に
見
つ
か
っ
て
い
る（
注
９
）そ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ネ
ガ
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
特
攻
を
見
送
る
写
真
の
掲
載
文
献
に
お
け
る
写
真
説
明
の
変
化

　

大
久
保
氏
に
、
新
聞
記
事
と
戦
後
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
の
説
明
文
が

変
化
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、『
一
億
人
の
昭
和
史
』の
写
真
説
明
は
、

当
時
の
撮
影
者
等
に
確
認
し
て
裏
を
取
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
御
教
示

い
た
だ
い
た
。
大
久
保
氏
が
『
新
聞
研
究
』
へ
寄
稿
し
た
文
章
の
中
に
、
こ
の
こ
と

を
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
一
部
を
以
下
に
転
載
す
る
（
注
10
）。

　
　

�「（
前
略
）
そ
の
一
つ
が
、
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
礎
と
な
る
書
誌
情
報
で

あ
る
。
そ
れ
は
「
い
つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
・
ど
ん
な
状
態
で
・
ど
の
よ
う
に
」

撮
影
し
た
の
か
が
、
写
真
の
裏
や
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
カ
バ
ー
な
ど
に
メ
モ
書
き

さ
れ
た
「
戸
籍
」
と
も
い
え
る
も
の
だ
。
そ
も
そ
も
「
い
つ
・
ど
こ
で
」
が
分

か
ら
な
い
よ
う
な
写
真
は
、
い
か
に
構
図
が
優
れ
、
迫
力
が
あ
ろ
う
と
も
、
歴

史
資
料
と
し
て
の
価
値
は
な
い
。
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�　

出
版
に
際
し
て
は
、
写
真
や
メ
モ
書
き
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
証
、
裏
取
り
が
な
さ
れ
た
。
撮
影
し
た
本
人
や
、
写
っ
て
い
る
人
物
を

探
し
あ
て
て
は
内
容
を
事
細
か
に
確
認
し
た
。
そ
ん
な
薄
皮
を
は
ぐ
よ
う
な
作

業
の
連
続
が
書
誌
情
報
を
正
確
に
す
る
と
と
も
に
後
の
代
ま
で
引
き
継
が
れ

（
後
略
）（
五
一
頁
）」

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
毎
日
新
聞
社
の
各
出
版
物
に
お
け
る
写
真
説
明
を
比
較
し

て
み
た
（
表
２
）。
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
の
記
事
で
は
「
女
子
整
備
員
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
、
上
段
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
の
説
明
文
に
「
女
子
整
備
員
も
神
風

鉢
巻
締
め
て
特
攻
機
整
備
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
編
集
者
が
混
同
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
あ
る
い
は
、「
女
子
学
生
」
と
表
記
し
な
か
っ
た
の
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
後
、
戦
後
二
十
年
目
に
出
版
さ
れ
た
『
毎
日
グ
ラ
フ
』
で

は
、「
土
地
の
女
学
生
」
と
い
う
表
現
に
変
わ
り
、
音
や
情
景
の
描
写
が
詳
し
く
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
『
一
億
人
の
昭
和
史
』
に
な
る
と
、「
土
地
の
女
学
生
」

と
い
う
表
現
か
ら
「
知
覧
高
女
３
年
生
」
と
具
体
的
な
表
現
に
変
化
し
て
い
る
。
さ

ら
に
『
決
定
版　

昭
和
史
』
で
は
、
見
送
ら
れ
る
飛
行
機
が
「
一
式
戦
闘
機
隼
」
で

あ
る
こ
と
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
毎
日
グ
ラ
フ
』
の

編
集
過
程
で
は
現
場
に
い
た
人
物
か
ら
得
た
情
報
を
も
と
に
説
明
文
が
構
成
さ
れ
、

『
一
億
人
の
昭
和
史
』、『
決
定
版　

昭
和
史
』
で
は
、
新
た
に
得
ら
れ
た
情
報
を
軸

に
説
明
文
が
付
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
６
）
撮
影
者
、
早
川
報
道
班
員
に
つ
い
て

　

こ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
写
真
説
明
の
末
尾
に
は
、「

－

い
づ
れ
も
早
川

報
道
班
員
撮
影

－

」
と
撮
影
名
の
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
金
子
氏
の
御
協
力

に
よ
り
早
川
報
道
班
員
の
御
子
息
の
早
川
巖
氏
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

早
川
氏
に
よ
れ
ば
、
御
尊
父
の
早
川
弘
氏
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
生
ま
れ
で

撮
影
当
時
は
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。四
十
年
程
前
に
六
十
四
歳
で
逝
去
さ
れ
て
い
る
。

表２　各出版物における写真説明の比較

刊行年 写真掲載文献 写真説明

昭和20（1945）年 毎日新聞　４月17日記事 桜花を手に振武隊出撃送る女子整備員

昭和40（1965）年 毎日グラフ臨時増刊　続日本の
戦歴

機体の下に黒い爆弾がつるされていた　車輪をき
しませながら彼らは列線を離れていった　土地の
女学生が桜をふって見送った　目には銀色の涙が
ふきだしていた　クツのない素足にゲタをはいた
女学生であった　二十年後の若者には信じてもら
えない光景であった　機上の若者は静かに敬礼し
て去っていった

昭和54（1979）年 別冊一億人の昭和史　日本の戦
史・別巻４「特別攻撃隊」

沖縄へ向けて出撃する特攻機に　桜の花を手に見
送る知覧高女三年生たち　この人たちは知覧高女
なでしこ会編で「知覧特攻基地」を出版した

昭和58（1983）年 決定版　昭和史 「散る桜　残る桜も　散る桜」ある特攻隊員が詠
んだ句である　沖縄戦がし烈になると　九州の陸
海軍航空基地から〝若桜〟が還らざる攻撃に次々
と飛び立っていった　知覧基地で女学生に見送ら
れて出撃する一式戦闘機」
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毎
日
新
聞
社
大
阪
本
社
に
入
社
後
、
満
州
勤
務
を
経
て
昭
和
二
十
年
に
は
西
部
本
社

勤
務
で
門
司
に
自
宅
が
あ
っ
た
。
知
覧
で
の
滞
在
期
間
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
取

材
の
た
め
の
短
期
出
張
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
ま
た
、
記
事
の
冒
頭
に

連
名
で
記
名
の
あ
る
村
山
報
道
班
員
と
は
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
だ
っ
た
そ
う

で
、
二
人
は
、
記
者
と
カ
メ
ラ
マ
ン
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
一
緒
に
取
材
に
赴
く
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

毎
日
新
聞
社
西
部
本
社
に
残
る
、
昭
和
二
十
年
九
月
一
日
現
在
の
社
員
名
簿
に
よ

れ
ば
、
早
川
弘
氏
は
、
写
真
課
に
所
属
す
る
十
一
名
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
一
人
で
あ
っ

た
（
大
久
保
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）。

ま
と
め

　

今
回
、
毎
日
新
聞
社
の
全
面
的
な
御
協
力
に
よ
り
、
特
攻
を
見
送
る
写
真
の
原
本

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
の
原
本
は
、
大
阪
本
社
に

保
管
さ
れ
て
い
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
貼
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
原
本
写
真
の
ネ
ガ
も
保

管
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
は
、
戦
後
に
大
本
営
か
ら
焼
却
命
令
が
出
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
阪
本
社
金

庫
室
に
秘
匿
さ
れ
た
こ
と
で
後
世
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
（
注
11
）。

　

こ
の
一
連
の
調
査
に
加
え
て
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
で
長
年
展
示
さ
れ
て
き
た
額

縁
に
入
っ
た
写
真
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
お
け
る
知
覧
町
役
場
の
町
長
室
に
「
唯
一

の
記
念
資
料
」（
注
12
）
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
撮
影
者
の
早
川
報
道
班
員
の
御
子
息
か
ら
御
尊
父
、
早
川
弘
氏
の
こ
と

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
、
報
道
写
真
に
お
け
る
「
筆
」
入
れ

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
専
門
家
に
よ
る
研
究
が
待
た
れ
る
。

　

筆
者
は
、
前
回
拙
稿
と
本
稿
に
お
い
て
、
特
攻
を
見
送
る
写
真
を
歴
史
資
料
と
し

て
読
み
解
く
た
め
の
作
業
を
行
っ
て
き
た
。
一
枚
の
写
真
の
検
証
と
し
て
は
可
能
な

限
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
全
て
を
明
ら
か
に
で
き
た
わ

け
で
は
な
い
。
将
来
、
こ
の
写
真
を
含
め
た
戦
中
写
真
に
関
す
る
研
究
が
深
ま
り
、

新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

末
筆
な
が
ら
、御
尽
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
注
〕

注
１　

�

坂
元
恒
太
「
特
攻
を
見
送
る
写
真
に
関
す
る
考
察
」『
知
覧
特
攻
平
和
会
館
紀
要
』
第
３
号
、
知
覧
特

攻
平
和
会
館
、
二
〇
二
一
年
、
一
～
三
四
頁

注
２　

毎
日
フ
ォ
ト
バ
ン
クhttps://photobank.m

ainichi.co.jp/

注
３　

毎
日
新
聞　

令
和
３
（
二
〇
二
一
）
年
十
二
月
二
十
八
日
付
け
朝
刊
（
図
４
参
照
）　

注
４　

�

毎
日
新
聞
130
年
史
刊
行
会
『「
毎
日
」
の
３
世
紀
ー
新
聞
が
見
つ
め
た
激
流
130
年
（
下
巻
）』
毎
日
新
聞

社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
七
七
頁

注
５　

毎
日
新
聞
社
編
『
毎
日
新
聞
秘
蔵
不
許
可
写
真
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年

注
６　

�

知
覧
特
攻
平
和
会
館
に
残
る
写
真
資
料
の
中
に
、
町
長
室
に
こ
の
写
真
が
あ
っ
た
こ
と
を
傍
証
す
る
写

真
が
あ
る
。
昭
和
50
（
一
九
七
五
）
年
か
ら
四
期
町
長
を
務
め
た
塗
木
早
美
町
長
が
、
町
長
室
で
台
紙

に
貼
っ
た
こ
の
写
真
を
手
に
、
特
攻
銅
像
「
と
こ
し
え
に
」
の
作
者
伊
藤
五
百
亀
氏
と
、
歌
謡
曲
「
基

地
の
母
」
の
歌
手
菊
池
章
子
氏
に
説
明
す
る
様
子
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。

注
７　

知
覧
町
郷
土
史
編
さ
ん
員
会
編
『
知
覧
町
郷
土
誌
』
知
覧
町
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
一
頁

注
８　

�

村
永
薫
編
『
知
覧
特
別
攻
撃
隊
』
ジ
ャ
プ
ラ
ン
、
一
九
八
九
年
。
村
永
氏
の
経
歴
は
、
同
書
の
奥
付
け

の
記
載
を
参
考
に
し
た
。

注
９　

�

大
久
保
資
宏
「
歴
史
を
宿
す
「
一
枚
」
を
未
来
に

－

デ
ジ
タ
ル
化
と
地
方
紙
連
携
進
む
毎
日
フ
ォ
ト
バ

ン
ク
」『
新
聞
研
究
』
二
〇
二
一
年
七
月
号
（N

o.836

）、
五
〇
～
五
三
頁

注
10　

前
掲
９　

五
一
頁

注
11　

前
掲
４　

三
七
六
～
三
七
八
頁

注
12　

奥
村
芳
太
郎
編
『
あ
ゝ
航
空
隊
＝
続
日
本
の
戦
歴
＝
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
、
九
〇
頁

�

（
さ
か
も
と
・
こ
う
た　

知
覧
特
攻
平
和
会
館
管
理
係
主
任
主
査
（
学
芸
員
））
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特攻を見送る写真の原本調査

図４　2021年12月28日付毎日新聞記事（毎日新聞社提供）

脱稿後，早川弘特派員の写真等を早川巖氏より御提供いただきました。
特攻を見送る写真を，女学生の後方から撮影したカメラマンに関する
歴史資料として，ここに掲載します。

写真12　取材許可証・裏面　8.2㎝×6.3㎝
　　　　　　　　（早川巖氏提供）

写真９　早川弘特派員
　　　　　　（早川巖氏提供）

写真10　早川弘特派員
　　　　　　（早川巖氏提供）

写真11　取材許可証・表面
　　　　　　　　　　（早川巖氏提供）

※番地は伏せ字にしています。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。

知覧
特攻
平和
会館

写真
の無
断使
用を
禁止
しま
す。
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知覧特攻平和会館紀要　第４号

＜要約＞

　筆者は、昭和20（1945）年４月17日付け毎日新聞に掲載された、特攻を見送る写真の原本調査
を行った。今回の調査では、毎日新聞社の全面的な協力により、毎日新聞社大阪本社に保管され
ている当時の写真原本や、そのネガフィルムを閲覧させていただくことができた。
　新聞に掲載された写真の原本（紙焼き写真）は、スクラップ帳に貼られた状態で保管されていた。
これは、戦時中に毎日新聞社大阪本社の写真部で整理されて保管されたものである。スクラップ
帳に貼られた紙焼き写真のネガフォルムも存在していたが、それはオリジナルネガではなく、オ
リジナルネガから現像された紙焼き写真を、カメラで撮影して複写した写真のネガであることが
わかった。
　さらに、撮影者の「早川特派員」の御子息から話を聞くことができ、撮影当時、門司在住で毎
日新聞社西部本社に所属し二十八歳頃であったことを知ることができた。また、これらの調査の
過程で、知覧特攻平和会館に展示されている額縁に入った写真は、もともとは知覧町長室の壁に
掲げられていたものである可能性が高いことに気がついた。

〈Summary〉

Investigation of the Primary Source Photographs “Farewells to Kamikaze 
Pilots”.

I,�the�author�conducted�an�investigation�of�the�primary�source�photographs�of�kamikaze�pilots�
being� farewelled,�which�appeared� in� the�Mainichi�Newspaper�on�April� 17,� 1945.�With� the�
full�cooperation�of�the�Mainichi�Newspaper,�I�was�able�to�view�the�original�photographs�and�
negatives�stored�at�the�Mainichi�Newspaper�Head�Office�in�Osaka.
The�original�photographic�paper�printed�photograph�that�appeared�in�the�newspaper�was�kept�
in�a�scrapbook.�It�was�catalogued�and�stored�at�the�photography�department�of�the�Mainichi�
Newspaper’s�Head�Office�in�Osaka�during�the�war.�Upon�further�examination�of�the�negatives�
present,�they�turned�out�to�be�the�negatives�developed�from�photographs�taken�of�the�original�
of�photographs�i.e.�copies�made�of�the�originals�by�photographing�them�with�a�camera.　
I�was�also�able�to�speak�with�the�son�of�the�photographer,�Special�Correspondent�Hayakawa,�
and�learned�that�his�father�was�28�years�old�at�the�time�when�he�took�the�photo.�He�was�a�
Moji�City�resident�and�worked�for�the�Western�Headquarters�of�the�Mainichi�Newspaper.
In�the�course�of�these�investigations,�I�also�realized�that�the�framed�photograph�displayed�in�
the�Chiran�Peace�Museum�was�most�likely�originally�hung�on�the�wall�of�the�Chiran�Mayor’s�
office.


